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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年5月25日の決算発表時に公表いたしました平成20年3月期（自

平成19年 4月 1日至平成20年 3月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

  

記 

 

１．平成 20年 3月期中間業績予想数値の修正（自平成 19年 4月 1日～至平成 19年 9月 30 日） 

（連結）                                                    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 

（平成19年5月25日発表） 
１２，９００ ４４０ ２１０ ２７０ 

今 回 修 正 予 想 １２，２５０ ２１０ １５ １６５ 

増 減 額 △６５０ △２３０ △１９５ △１０５ 

増  減  率  （％） △５．０ △５２．３ △９２．９ △３８．９ 

前 年 中 間 実 績 

（平成 19年 3月期中間） 
１３，７４３ ４８５ ９４ △１０１ 

 

（個別）                                                    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 

（平成19年5月25日発表） 
１１，３００ ３００ １５５ ２３０ 

今 回 修 正 予 想 １０，８００ ２００ ６０ １６０ 

増 減 額 △５００ △１００ △９５ △７０ 

増  減  率  （％） △４．４ △３３．３ △６１．３ △３０．４ 

前 年 中 間 実 績 

（平成 19年 3月期中間） 
１２，１５７ ４４４ １１７ △１２１ 

 

 

２．当中間期 業績予想数値の修正理由 

 当中間期の見通しにつきましては、景気は国内外の懸念材料を抱えつつも、堅調に回復を続けるものと

予想されます。しかしながら、当社グループの主力事業である焼肉事業は、米国ＢＳＥのダメージから立ち

直ったとは言い難く、米国産牛肉の輸入再開により仕入価格の低下、牛肉不足の解消といった期待感はあ

りますが、まだ輸入量が少ないことなどから原価率が計画通りには低下いたしませんでした。また、外食支

出の伸び悩みや消費者の牛肉全体への不安等もあり、未だ当社の業績回復が本格化したとは言えない状



況にあり、売上及び利益とも当初予想を下回る見込みとなりました。 

 この様な厳しい環境変化に対応するために、当社グループは現在、収益構造の改革・改善を図るべく全

社をあげて取り組んでおります。しかし、焼肉市場の本格的な需要回復には、まだ慎重な見極めが必要な

状況と判断いたします。 

 

 

３．平成 20年 3月期通期業績予想数値の修正（自平成 19年 4月 1日～至平成 20年 3月 31 日） 

（連結）                                                    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 

（平成19年5月25日発表） 
２５，６００ ８９０ ４３０ ３４０ 

今 回 修 正 予 想 ２４，１００ ５６０ １６５ ２９０ 

増 減 額 △１，５００ △３３０ △２６５ △５０ 

増  減  率  （％） △５．９ △３７．１ △６１．６ △１４．７ 

前 年 実 績 

（平成 19年 3月期） 
２６，３０６ ８６３ ２５ ４２８ 

 

（個別）                                                    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 

（平成19年5月25日発表） 
２２，５００ ６５０ ３５０ ３００ 

今 回 修 正 予 想 ２１，１００ ５４０ ２６０ ２８０ 

増 減 額 △１，４００ △１１０ △９０ △２０ 

増  減  率  （％） △６．２ △１６．９ △２５．７ △６．７ 

前 年 実 績 

（平成 19年 3月期） 
２３，２３３ ７５８ ４１ ３７８ 

 

 

４．通期 業績予想数値の修正理由     

    米国産牛肉の輸入が再開されて、７月２７日でちょうど１年が経過いたしました。当社におきましても、 

６月２９日より一部店舗で取り扱いを再開しております。現在多くの消費者は米国産牛肉に抵抗感が無く

なってきておりますが、牛肉の需要量はまだＢＳＥ発生以前に比べ３割近く減少したままであり、また米

国産牛肉は「２０ヶ月齢以下」に限定された輸入条件のため日本向け供給が思うように増加せず、価格も

高値で推移しております。現況では、米国産牛肉の輸入条件が「月齢３０ヶ月未満かつ危険部位の除

去」に緩和される公算が大きくなってまいりましたが、焼肉市場の本格的な需要回復には、まだ慎重な見

極めが必要な状況であり、また、現時点で予想が難しいこともあり、当中間期業績予想の修正金額をベ

ースに、通期についても業績予想数値を修正するものであります。 

 

〔注〕業績の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につきまし

ては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と大きく異なる場合

があります。 

以上  


